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Feature

人工知能（AI）やモバイル・デバイスなどの新たなテクノロジーの登場は、障害がある人のコミュニケーションを
支援し、アクセシビリティを高める強力なツールとしてしばしば期待されてきた。だが、テクノロジーの急速な進
歩に対して、アクセシビリティ支援ツールの進歩は得てしてゆっくりとしたものだ。また、優れたツールやテクノロ
ジーが存在しても、さまざまな事情から利用できない「格差」の問題も存在している。テクノロジーを効果的に活
用し、私たち全員にとってより住みやすい世界を模索する取り組みを紹介する。

アクセシビリティ　
誰もが住みやすい世界を作る
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送電波を支配する時代に、詩は感覚
を呼び覚まし、意味に偏重した経験
から私たちを解放します。脳の境界
を越えてアイデアが自由に混じり合
い、人工的で分類的な権力の構造を
越えて私たちを動かすのです」。音
楽のような抑揚のある文章に合わせ、
サバレーゼは前後左右に体を揺らし
て、うなずいたりしていた。
　私は、サバレーゼの技術的な環境
がどうなっているのかに注目した。
インタビュー映像には配線やデバイ
スは見えない。彼は脳チップを使い、
自分の思考をコンピューター上のワ
ープロソフトに無線で送信している
のだろうか。私は「これは未来の光

景ではないだろうか」と思った。
　私が注目したのには理由がある。
サバレーゼと同じ言語障害がある当
時5歳の娘のために、補助代替コミ
ュニケーション（AAC）テクノロジ
ーについて調べていたからだ。利用
できる選択肢は、まるで1990年代
に開発されたかのようなアイパッド

（iPad）アプリがいくつかあるぐら
いで、私はがっかりしていた。たと
え空想的なことであっても、より先
進的な脳コンピューター・インター
フェース（BCI）について詳しく調
べるようになっていた。脳チップを
使えば、私が口を開いて喋る程度の
最小の労力で、娘も言葉で自分を表

イ ビ ッ ド・ ジ ェ ー ム
ズ・”DJ”・サバレーゼは
2022年12月、アイオワ

州立大学の美術学の修士課程に進む
ため、アイオワ・アート・フェロー
シップを獲得した。その数カ月後、
彼は地元のTVニュース番組でイン
タビューを受けていた。サバレーゼ
は当時30歳の詩人で自閉症があり、
コミュニケーションをとるために特
別な方法を使っていた。キャスター
からの質問に答えるためには、コミ
ュニケーションをハックするデバイ
スが必要だったのだ。彼は小さな子
どもの頃から、そういった方法を考
え続けていた。
　サバレーゼはアイオワシティにあ
る自宅のリビングルームのソファに
座って、インタビューにリモートで
参加した。「あなたを詩作に駆り立
てるものは何でしょうか？」キャス
ターが尋ねた。サバレーゼはまるで
考えをまとめるかのように、一瞬カ
メラから顔を背けた。彼はノート
PC（コミュニケーション・デバイ
スにもなるマックブック・プロ）に
身を乗り出し、何度かキーを叩き、
合成音声を起動した。「詩を作るこ
とは、より少ない答えで、より多く
の会話をする方法を与えてくれるの
です」。
　そして、こう続けた。「恐怖が放

代替コミュニケーション手段を使う自閉症の詩人サバレーゼは、インタビュー放送に先立って、あらか
じめ受け取った質問の回答をマイクロソフト・ワードに入力していた。放送中、キャスターの質問には、
ワードの「読み上げ」機能を使って、あらかじめ用意していた回答を読み上げた。
IOWA LOCAL 5 NEWS / YOUTBE
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1 「iPadの魔法」はアクセシビリティに
革命をもたらしたのか？
iPad（アイパッド）の登場は、言語の発達に遅れや障害がある人のコミュニケーションに
革命を起こすと期待された。13年が経った今、魔法のようなデバイスは現実をどのよう
に変えたのだろうか？

by Julie Kim （作家）

アクセシビリティ　誰もが住みやすい世界を作る



現できるようになるのではないか。
学校での一日を、どのように話して
くれるのだろうか。「ハッピー・バ
ースデー」を歌ったり、「ママ」と呼
んだりしてくれるだろうか。そんな
未来が、今ここにあることを望んで
いたのだ。
　しかし、サバレーゼのインタビュ
ーを見ているうち、自分が抱える呪
術的思考に気がついた。インタビュ
ー放送の仕組みの舞台裏は極めてロ
ーテクで、お粗末と言っても良いも
のだった。
　私が考えているテクノロジーの役
割とは、ある作業から人間の手作業
を切り離し、すばやく簡単にするこ
とだ。サバレーゼの採用したプロセ
スはこの型に当てはまらない。放送
局は彼を番組に招待し、プロデュー
サーがあらかじめ質問をメールで送
った。サバレーゼは、15分ほどか
けてマイクロソフト・ワード（以降、
ワード）に回答を入力して準備をし
た。インタビューの生放送が始まる
と、キャスターは予定通りの質問を
して、彼はワードの「読み上げ」機
能を使って、ノートPCに用意した
回答を読み上げさせ、話しているよ
うに見せたのだ。人工知能（AI）、
自然言語処理、単語予測、音声バン
ク、視線追跡など、コミュニケーシ
ョン支援デバイスの強化に活用でき
るテクノロジーは、ここでは何の役
割も果たしていなかった。私が期待
したような機能を何1つ使うことな
く、サバレーゼは自分の思考を豊か
に表現するのに必要なツールを手に
していたのだ。
　障害者が差別される世界で障害を
持つ子どもを育てる6年間は過酷な
もので、感情をすり減らすような経
験だった。その中で私は、あらゆる
可能性に対して心を開いておくこと

を学んだ。娘は生まれつき130の遺
伝子と1000万塩基対のDNAを欠損
しており、知的にも身体的にも発達
が遅れている。だが、健康で、笑顔
あふれる、意地っ張りの子どもだ。
彼女が生まれてからというもの、私
たちの暮らす進んだ社会に、縁石の
くぼみやスロープ、太いクレヨンの
ような優しさがあまりないというこ
とに、私は何度も驚かされた。こう
した、ちょっとしたものがあるだけ
で、娘の生活は楽になるというのに。
一方、想像もできなかったほど精巧
かつ独創的なものはたくさんある。
MRIに組み込まれた、『アナと雪の
女王』をテーマにした心落ち着くよ
うな実質現実（VR）環境もその1つ
だ。だからこそ、サバレーゼが話す
姿を初めて見たとき、脳に埋め込ま
れたチップからワードへ自動的に思
考を送信していると私が想像したの
も、無理もないことだと思いたい。
私はそれを革新的なことではなく、
あり得ることだと感じただけだ。実
際は脳チップなどなく、数本のメー
ルとワードを使っただけだと気づい
た時、私はおなじみの失望感で地上
に叩き落されたのだった。

　AACコンサルタントのマーク・
スラビアンは、「どんなものでも必
ず過去との互換性を持たせなければ
なりません。だから物事はゆっくり
進むのです。つまり、過去が不格好
だったら、今も不格好な部分が残る
ものなのです」と語った。
　61歳のスラビアンは35年間、数
多くの学校で学校管理者や言語聴覚
士を養成してきた。コロンビア大学
ティーチャーズ・カレッジやニュー
ヨーク大学など、ニューヨーク市の
ほぼすべての特殊教育担当教員研修

プログラムで大学院生を教えてきた
彼の専門は、クライアント固有のニ
ーズに合わせて既存のAACアプリ
をカスタマイズすることだ。言語聴
覚士、教師、神経心理学者と連携し、
クライアントにとって適切なハード
ウェアとソフトウェアを見つけ出す、
必要不可欠な「テクノロジー担当」
としてキャリアを積んできた。
　例えば、PRCサルティーヨ（PRC-
Saltillo）のコミュニケーション・デ
バイスに搭載されている「タッチチ
ャット（TouchChat）」ディスプレ
イには、標準では8つのボタンが12
行並んでいる。ボタン上には文字、
物体を表すアイコン（リンゴなど）、
カテゴリーを表すアイコン（食べ物
など）、デバイス操作に関わるアイ
コン（戻る矢印など）が表示されて
いる。その多くはキラキラ光るネオ
ンカラーだ。腹立たしいのは、ボタ
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ョン・デバイスがわずか数百ドルで
手に入るというのは、人生を変える
大革命だった。アイパッドにもスマ
ホと同じようなタッチ・スクリーン
が搭載されていたが、アイパッドは
画面が大きいため、1つの画面にア
イコン・ボタンをたくさん表示でき
るというのが主な利点だった。
AACユーザーはこの時初めて、メ
ッセージの送信やフェイスタイム、
Web閲覧、動画視聴、録音、写真
の共有などを、会話と同じデバイス
を使ってできるようになったのだ。
　「あちこちの学校や親たちがアイ
パッドを買って、『これをうまく使
えませんか』と持ち込んできまし
た」。ハイディ・ロストラッコとレ
ネー・シェフチェンコはメールでこ
う述べた。2人は言語障害のある子
どもを専門とする、フィラデルフィ
ア在住の言語聴覚士だ。「やがて、
アイパッド用のAACアプリケーシ
ョンを求める人が、毎日やって来る
ようになりました。私たちは『使い
物になるAACアプリはまだありま

せん。もしできたら、真っ先にお知
らせします』と伝えました」。
　ハードウェアの価値は、デザイン
とエンジニアリングの巧みさではな
く、それを使って何ができるかで決
まる。アイパッドが発売されてから、
ロストラッコとシェフチェンコ、そ
して彼らのクライアントは、新しく
使いやすいAACアプリが続々と現
れることを望んだが、そうはならな
かった。
　現在、200～300ドルで販売され
ているAACアプリは6種類ほどある。
いずれも粗雑な絵柄のアイコンが並
ぶメニューから選んで、テキストや
合成音声を作成するという、30年
前から変わらない慣習に依存したも
のだ。大部分のAACアプリは高価
なことに加え、訓練を受けた専門家
がカスタマイズしない限り便利には
使えない。AACアプリの利用に問
題が残る理由はここにあるのかもし
れない。ロストラスコとシェフチェ
ンコは、米国で言語障害のある人の
うち、AACアプリを使っているの

ンの大きさがどれも同じ200×200
ピクセルで、配置や文字の大きさ、
大文字・小文字の区別に明確な論理
性がないことだ。一部の単語が奇妙
に省略されていることもあれば（例
えば「DESCRIBE」は「DESCRB」）、

「thank you」のようにボックス幅
に合わせて縮小されているものもあ
る。「cool（クール）」のグラフィッ
クは、親指を立てて微笑む棒人間だ。

「good（良い）」は親指を立てた手
だけが描かれ、「yes（はい）」と「like

（いいね）」はどちらも笑顔のアイコ
ンで重複しているのも問題だが、ユ
ーザーが温度を表す意味で「cool」
を使ったならどうなるのだろうか？
　AACデバイスの情報階層とイン
ターフェイス・デザインについて確
立された原則は、標準にはならない。
各画面のボタンの数と大きさ、アイ
コンの大きさ、文字の大きさ、ボタ
ンの位置を変更できるか固定したま
まにするかを決めるのが、スラビア
ンの役目だ。
　私は望みを託してスラビアンに電
話をかけた。ニューヨークのロウア
ー・マンハッタンのカフェで会った
とき、彼が持ってきたキャスター付
きのスーツケースを見て胸が踊った。
最新のAACデバイスを見せてくれる
のではないかと思ったからだ。しか
し、またもや私の期待は裏切られた。
　現実はこうだ。AACテクノロジ
ーの大きな飛躍が最後に起こったの
は13年前のこと。テクノロジーの
時間感覚からすればはるか昔のこと
だ。2010年4月3日、スティーブ・
ジョブズはアイパッドを発表した。
大部分の人にとって、仕様や規格が
便利になったというだけの変化が、
言語障害のある人にとっては非常に
重要であった。魅力的で持ち運びが
でき、しかも強力なコミュニケーシ

ノバチャット・コミュニケーション・デバイスに標準で搭載されているタッチチャット・ディスプレイ。
標準では、どのボタンも同じ大きさで、ボタンの配置、文字の大きさ、大文字・小文字の区別に関して
明確な論理性がない。
PRC-Saltillo
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ィーヨのサラ・ワイルズ最高執行責
任者（COO）は、同社に勤め始めた
2008年の年次総会の雰囲気を話し
てくれた。
　「総会が開催された部屋にいるの
は、全員が言語聴覚士でした」とワ
イルズCOOは言う。「そして誰かが

『アイポッド・タッチ（iPod Touch）
というものがある』と話したのです。
すると全員が、コンピューターがあ
るのに、そんな小さな画面の機械を
誰が欲しがるのかと言っていまし
た」。
　「翌年、『大変だ、アイポッド・タ
ッチがヒットしている。もしもっと
画面が大きいものが発売されたらど
うしよう』と言い合っていました。
そしてその次の年、実際にアイパッ
ドが発売されました。みんながお店
に行ってアイパッドを買い、アプリ
を入れるようになることを私たちは
恐れていました」。
　アイパッドによってAAC企業が
製造・販売しているツールの価値が
大きく損なわれてしまう。そう予想
し て 恐 れ た の だ。2010年 当 時、
AACの開発企業はアップルとは対
照的に、ソフトウェアを消費者に直
接販売する体制を整えていなかった。
PRCサルティーヨやダイナボック
ス（Dynavox）を最大手とする米国
のAAC企業は数社しか存在せず、
1980年代から独自のハードウェア
にプリインストールしたプログラム
を開発・販売し、ささやかな事業を
営んできた（PRCサルティーヨは
1969年に最初の製品を発売した）。
元言語学者や言語聴覚士である各社
の創業者らは、テクノロジーの可能
性について楽観的だった。同時に、
コミュニケーション支援事業が急成
長するビジネスではないと認識する
現実主義者でもあった。コミュニケ

るいはノートPCですぐに使える音
声合成ソフトウェアを活用できる。
細かい運動制御に制約がある人でも、
目で操作するレーザー・ポインター、
頭に取り付ける物理的ポインター、
あるいはタッチ・スクリーンやマウ
ス、キーボード操作を補助する人の
助けを借りれば、こうしたアプリを
活用できる。画像ベースの語彙を使
ってコミュニケーションをとる、読
み書きができない認知障害があるユ
ーザーになると、選択肢は狭まって
くる。私の娘の場合、RFIDを埋め
込んだ音タグと組み合わせて使うス
ピーカー内蔵型のコンソール端末

「ローガン・プロキシトーカー（Lo-
gan ProxTalker）」に関心を寄せて
いた。音タグにはそれぞれ固有のア
イコンに応じた音声がプログラムさ
れており、端末にある5つのボタン
にタグを置くと音声が流れる仕組み
だ。だが、音タグ140個を含む端末
セットの価格は3000ドルである

（参考までに、米国立衛生研究所は、
平均的な5才児は1万以上の単語を
認識できると推定している）。
　こうして私は、次のフロンティア
として期待されるBCIを夢見るほか
なくなった。音声や筋肉で操作する
必要がない、中枢神経系からコンピ
ューターへ直接信号を送るインプラ
ントだ。しかし、BCIの概念には、
重大かつ妥当な倫理的課題が山積し
ている。それも理由となって、BCI
は真剣に論じられる段階にない。そ
うしている間に、障害がない消費者
が、人間の音声のような重要な機能
に対して、斬新的な改善を受け入れ
ることを期待するのは難しい。

　2000年代後半、AAC企業は大き
な変化に備えていた。PRCサルテ

はわずか10％だと主張する（言語
障害のある人々の全国的な権利擁護
団体「コミュニケーションファース
ト（CommunicationFIRST）」 の
AACカウント（AAC Counts）プロ
ジェクトは、AAC利用者に関する
データを充実させる必要性を最近に
なって強調している）。
　デバイスの可用性がユーザーの能
力によって異なるにもかかわらず、
選択肢は少ない。例えば、読み書き
能力があり、腕、手、指の運動制御
もできる言語障害のある人なら、ス
マホ、タブレット、デスクトップあ
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